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宇宙における水産養殖の概念と研究 ―これまで、そしてこれから―

Concept and Studies of Aquaculture in Space -In the Past and Future-
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　我々はこれまで20年にわたり宇宙における閉鎖生態系居住施設における食料生産、特に動物性蛋白質の供給

源として魚類養殖を提案し、様々な研究を進めてきた。実質的には宇宙環境下で変化する重力への対象種の応

答や物質循環型の魚類生産について知見の集積を行ってきた。これらは宇宙環境下における水産養殖の可能性

を示すものであり、今後の宇宙居住をより具体化するうえで必要な基礎的データとなる。これまでの宇宙にお

ける水産養殖の概念とそれを検証するための研究は生産に特化したものであった。今後、生産の効率化に関し

ては地上での技術開発が進められている自動飼育・培養技術の導入が望まれる。生産の効率化以外に居住施設

全体の物質フローや生産後の利用に関しての検討が必要になる。物質とエネルギーのフローにおいては他のサ

ブシステムも含めた総合的な検討が必要であり、これまで蓄積された各モジュールでの基礎データを数理モデ

ルとして組み上げ、様々なシミュレーションから研究を進めることが望まれる。また、生産物の保存に関して

も物質循環のバッファーとしての検討が必要となる。この点に関しては冷凍、缶詰やレトルトの技術の活用が

必要不可欠である。最後に要求と制約を考慮した食や人工生態系の多様性を検討する必要がある。人工生態系

の物質フローの構築、生産種の選定、各種調理法の選択にはそれぞれ様々な要求と制約が生じる。これに関し

ても宇宙居住施設全体の要求と制約を考慮したうえでの選択肢の準備が必須であると考えられる。
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